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今週のキーワード

全固体電池商用化
日中韓欧米で開発競争激化、量産化時期に差

43
件

記事数

7
カ国

対象国

500
Wh/kg

中国勢目標

1600
km

トヨタ航続距離

今週の全43記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
CATL会長、SSB商用
化2030年以降と予測

市場予測
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

CATL会長は全固体電池の本格商用化を2030年以降と
予測、現在の開発成熟度は「レベル4」に留まると発
言。

#02
中国勢、SSB高エネ密
度2026年量産へ

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
中国CATL、GACなどが500Wh/kg級全固体電池を20
26年量産目標。Cheryは600Wh/kg発表。

#03
ホンダとQS、次世代S
SB共同開発

企業提携
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

ホンダとQuantumScapeがQSE-5全固体リチウム金
属電池の共同開発契約を締結。800Wh/L超、15分未
満急速充電。

#04
トヨタ特許1000件超
、サムスン2027年量
産

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

トヨタは硫化物系SSB特許1000件超保有、2027-28
年量産目標。サムスンSDIはアノードレスで2027年後
半量産目指す。

#05
Dragonfly、乾式電極
特許を日米欧で取得

特許取得
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○

Dragonfly Energyが全固体電池用乾式電極製造に関
する特許を日米欧で取得。プロトタイプ生産は2027
年初めまで延期。

#06
Solidion、SpaceX株式
取得で宇宙用途強調

企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●○○○

○
Solidion TechnologyがSpaceX株式を取得し、全固体
電池技術の宇宙用途への適合性を強調。

#07
SSB普及に不可欠な特
性を概観

解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●○○

○
全固体電池の普及には高エネルギー密度、安全性、急
速充電、長寿命が不可欠と解説。

#08
半固体と全固体電池の
8つの違い

技術比較
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●○○

○
半固体電池と全固体電池の電解質組成、安全性、エネ
ルギー密度、製造難易度など8つの違いを比較。

#09
Li-S SSBが505Wh/kg
、清華大準固体604W
h/kg

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
全固体Li-S電池が505Wh/kg、清華大学の準固体電池
が604Wh/kgを達成し、高エネルギー密度を実証。

#10
硫化物固体電解質に酸
素導入で界面安定化

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
硫化物固体電解質に酸素を導入し、界面安定化と高イ
オン伝導度を両立。SSB実用化へ貢献。

#11
PIL/MOF複合固体電解
質で高伝導度・強度

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
PIL/MOF複合固体電解質が室温で1.4mS/cm、高Li⁺
輸率0.7を達成し、Li金属電池の高性能化に貢献。

#12
分解可能・難燃性ポリ
マー電解質を開発

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

分解可能で難燃性のポリカプロラクトンベース複合電
解質が開発され、Li金属電池の安全性と環境負荷を改
善。

#13
MOF修飾固体電解質で
界面イオン輸送最適化

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
MOF ZIF-8を界面ブリッジに活用し、LATP/PEO複合
固体電解質のイオン輸送経路を最適化。

#14
UCLA、3Dプリンティ
ングで亜鉛イオン電池
開発

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

UCLAが3Dプリンティングで従来比7倍のエネルギー
密度を持つ亜鉛・鉄電池を開発。リチウム代替に期待
。
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#15
Si負極体積歪み改善に
カーボン・高ヤング率

解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
シリコン負極の体積歪み課題に対し、カーボンや高ヤ
ング率添加剤による電極安定化戦略を解説。

#16
トヨタ、SSBでEV航続
1600km・充電5分

企業発表
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
トヨタが全固体電池でEV航続距離1600km、充電5分
を達成。2027年以降量産開始を目指す。

#17
Pulsedeon、SSB製造
技術拡張へ資金調達

資金調達
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○

Pulsedeonが70万ユーロ調達し、パルスレーザー蒸着
含むSSB製造技術を拡張。グローバル顧客へサンプル
供給開始。

#18
スイスBTRY、薄膜SS
B産業化へ220万€

資金調達
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○

スイスBTRYがEICアクセラレーターから220万ユーロ
を獲得し、薄膜全固体電池の産業化と大規模工場設立
を推進。

#19
Air Energy、2000Wh
/kgリチウム空気SSB

企業発表
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

米Air Energyが2000Wh/kg超高エネルギー密度全固
体リチウム空気電池のパイロット生産を推進。大型電
動航空機向け。

#20
英国Ilika、SSB商業化
加速へ456万ポンド

資金調達
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

英国Ilikaが456万ポンドを調達し、医療・EV・防衛市
場向け全固体電池の商業化を加速。10Ahサンプル出
荷済み。

#21
LiNa Energy、全固体
Na電池開発で2920万
ポンド

資金調達
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

LiNa Energyが2920万ポンドを調達し、再生可能エネ
ルギー貯蔵とEV向け全固体ナトリウム電池開発を加速
。

#22
中国、SSB新国家標準
定義。半固体2027年
量産

市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

中国が全固体電池の国家標準を定義（液体0.5%以下
）。半固体電池は2027年に量産・価格競争力達成と
予測。

#23
Syensqo/Axens硫化
物電解質工業化、Ilika
SSBサンプル出荷

業界レビ
ュー

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

SyensqoとAxensが硫化物固体電解質工業化へ合弁設
立。Ilikaが10Ah全固体電池サンプル出荷。Donut
LabはEV搭載へ。

#24
Samsung SDI、SSB
顧客評価で高評価、20
27年後半量産

企業発表
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

Samsung SDIの全固体電池サンプルがグローバル顧
客から安全・エネルギー密度で高評価。2027年後半
量産目標。

#25
NioサプライヤーTIES
、既存工場転用で液固
態セル

新製品発
表

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

NioサプライヤーTIESが新「液固態セル」発表。既存
工場を10%未満の改修で転用可能とし、中国新標準に
対応。

#26
Donut
Lab、400Wh/kg
SSBでEV5分充電

新製品発
表

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Donut Labが400Wh/kg全固体電池でEVを5分充電可
能と発表。2026年第1四半期に電動バイクに搭載予定
。

#27
Factorial Energy、Ste
llantisとSSB実車テス
ト

企業提携
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
Factorial EnergyがStellantisと提携しEV向け全固体
電池の実車テストを開始。製造コスト80%削減目標。

#28
Samsung会長、蔚山
にSSB・BESS工場投
資

企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

Samsung李在鎔会長が蔚山に次世代全固体電池・BE
SS地域工場への投資を約束。韓国のバッテリー市場リ
ーダーシップ強化へ。

#29
硫化物SSB負極適合性
解明、401.1Wh/kg達
成

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
硫化物系固体電解質の負極適合性課題を解明し、高エ
ネルギー密度パウチセルで401.1Wh/kgを達成。

#30
LLZO固体電解質、Tiド
ーピングで密度向上

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
LLZO固体電解質にTiドーピングで嵩密度とイオン伝導
度を向上させ、立方晶安定化も確認。

#31
LLZO、Li副格子無秩序
化で室温10⁻³ S/cm

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ガーネット型LLZOのリチウム副格子を無秩序化する
ことで、室温で10⁻³
S/cmの高いイオン伝導度を達成。

#32
韓国、弾性ポリマーで
硫化物SSB寿命3倍延
長

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○

韓国研究チームが弾性イオン導電性ポリマーで硫化物
全固体電池の寿命を3倍延長、2500時間安定動作を実
現。

#33
CATL硫化物SSB、液
体電解質同等伝導度

企業発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●

CATLの硫化物全固体電池が室温で液体電解質同等の
イオン伝導度を達成。-40℃～100℃で安定稼働、6C
急速充電対応。

#34
英豪、界面触媒作用で
Liイオン6分85%充電

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
英豪研究チームが界面触媒作用でLiイオン電池の6分8
5%高速充電を達成。エネルギー密度240.4Wh/kg。
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#35
LiBF₄添加で硫化ハラ
イド電解質界面安定化

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
LiBF₄添加により硫化ハライド電解質の界面を安定化
。Li金属電池で800時間以上の安定動作を実現。

#36
硫化物SSB、3段階圧
力最適化で高伝導度

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

硫化物系全固体電池の3段階圧力最適化プロトコルで
、イオン伝導度1.54mS/cm、50サイクル97%維持を
達成。

#37
rGOでLATP複合固体電
解質の表面安定性強化

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

還元型酸化グラフェン（rGO）でLATP複合固体電解質
の表面安定性を強化。Li-LFPフルセルで125mAh/gを
達成。

#38
Caltech、コバルトフ
リー3D電極開発

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

カリフォルニア工科大学がコバルトフリーで機械的に
堅牢なLFPベース3次元電極を開発。全固体電池への応
用も展望。

#39
Naイオン電池向けラク
トン系電解質の課題

学術論文
●●○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
ナトリウムイオン電池向けラクトン系電解質は高電圧
動作に利点も、イオン伝導度とSEI安定性に課題。

#40
Ganfeng、Li金属/Siベ
ースSSBで高容量

企業発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

Ganfeng LithiumがLi金属ルートで400Wh/kg・110
0サイクル、Siベースルートで320-480Wh/kgのSSB
を提供。

#41
QuantumScape QSE-
5、ロボット用途へ

企業発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

QuantumScapeのQSE-5全固体セルが301Wh/kg・8
44Wh/Lを達成。ロボット用途の長時間稼働と高速充
電を目指す。

#42
米DOE、SSB製造技術
開発に1600万ドル支
援

政府支援
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

米エネルギー省が全固体電池製造技術開発に総額160
0万ドルを支援。Solid
Powerが参加し、国内生産強化。

#43
LLZOグリーンペレッ
ト製造における一軸プ
レス

解説記事
●●○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○

LLZO固体電解質グリーンペレット製造における一軸
プレスの重要性を強調。高性能全固体電池の基礎を築
く。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 中国勢の全固体電池「2026年量産」は、あなたの会社のEV戦略を変えるか？
中国のCATLやGACが500Wh/kg級全固体電池の2026年量産を目標とし、NioサプライヤーTIESは既存工場を10%未満の
改修で半固体電池生産に転用可能と発表しました。このコスト優位性を持つ早期市場投入は、日本のEVメーカーやバッテ
リーサプライヤーにとって、現在の開発ロードマップや投資計画の見直しを迫る緊急の課題です。中国市場での競争激化
は避けられません。

❷ トヨタの「航続1600km・充電5分」目標は、日本の材料・部品メーカーに何を要求するか？
トヨタが2027年以降の量産を目指す全固体電池で、航続距離1600km、充電5分という驚異的な目標を掲げています。こ
の性能を実現するには、硫化物固体電解質、高容量正極・負極材料、そしてそれらを支える製造プロセス技術の革新が不
可欠です。日本の材料・部品メーカーは、この野心的な目標達成に向け、従来の延長線上ではないブレークスルー技術と
供給体制を構築できるか、今すぐ検討が必要です。

❸ 界面安定化や製造コスト削減の技術革新は、全固体電池の「夢」を「現実」に変えるか？
硫化物固体電解質の界面安定化（#10）や、Factorial Energyによる既存設備活用での製造コスト80%削減目標（#27）
など、実用化のボトルネックだった課題解決の動きが加速しています。これらの技術が確立されれば、全固体電池の量産
化とコスト競争力は劇的に向上し、EV市場への本格導入が現実味を帯びてきます。自社の材料や製造プロセスが、これら
の革新的なアプローチに対応できるか、あるいは取り込むべきか、技術部門は早急に評価すべきです。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

中国SSB量産日韓SSB競争

CATL高性能SSB製造コスト革新

ホンダQS提携

界面安定化

高エネLi-S

小型SSB市場

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 中国SSB量産 注意 中国市場参入 早期量産で競争激化

● 日韓SSB競争 注意 材料・部品供給 開発競争激化

● CATL高性能SSB 注意 高性能材料供給 技術的優位性喪失

● 製造コスト革新 注意 製造技術導入 コスト競争力低下
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● ホンダQS提携 機会大 新サプライヤー開拓 —

● 界面安定化 機会大 材料開発加速 —

● 高エネLi-S 参考 基礎研究連携 —

● 小型SSB市場 参考 小型デバイス応用 —
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深掘り ① ― トヨタ、SSBでEV航続1600km・充電5分
#16 | 2026/06/29 | Unnamed source | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

トヨタが次世代全固体電池技術で、EV航続距離1600km、充電5分という画期的な性能を達成したと発表。2027年から
2028年にハイブリッド車での量産を開始し、その後EVに展開する計画です。硫化物系固体電解質を採用し、出光興産
や住友金属鉱山と連携して開発を進めています。

この技術は、可燃性液体電解質を排除することで安全性を大幅に向上させ、バッテリーの小型化・軽量化も可能にしま
す。競合が2030年代の量産を目指す中、トヨタの早期量産目標は、世界のEV市場に大きな影響を与える「ゲームチェ
ンジャー」となる可能性があります。

▶ 技術者の視点

トヨタの発表は非常に野心的であり、もし実現すればEV市場の勢力図を塗り替えるでしょう。特に「充
電5分」は、現在のEVの最大の課題を解決するブレークスルーです。ただし、企業発表であるため、具
体的な実証データや量産コストに関する詳細が不足しています。硫化物系固体電解質は高イオン伝導度
を持つ一方で、大気安定性や界面抵抗、製造コストが課題です。トヨタは出光興産との連携でこれらの
課題を克服しようとしていますが、量産化における品質安定性とコスト目標（従来比100倍という課題
認識）の達成は容易ではありません。 【機会】日本の材料・部品メーカーは、トヨタのサプライチェー
ンに参入し、高性能材料や製造技術を供給する絶好の機会です。EV設計部門は、このバッテリーを前提
とした次世代車両設計を検討すべきです。 【脅威】競合する日本の自動車メーカーやバッテリーメーカ
ーは、この技術に追随できない場合、市場競争力を大きく失う可能性があります。R&D;部門は、トヨタ
の技術動向を徹底的に分析し、自社の開発ロードマップを再評価する必要があります。

深掘り ② ― 中国勢、SSB高エネ密度2026年量産へ
#02 | 2026/07/02 | EnkiAI | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●○○
日本関連度●●●●●

中国の主要バッテリーメーカーや自動車メーカーが全固体電池の開発・量産化を加速。CATLは硫化物系で500Wh/kg
、GACはEV向けに500Wh/kgを目指し2026年量産を計画しています。Cheryは600Wh/kgのRhino
Sバッテリーを発表、SVOLTは2026年第4四半期にロボット用途向けに450Wh/kg超の全固体電池を出荷予定です。

中国政府は全固体電池技術を国家戦略の柱と位置づけ、China All-Solid-State Battery Collaborative Innovation
Platform (CASIP) を設立し、官民一体で2030年までの商業化を推進しています。この動きは、中国が次世代バッテリ
ー技術のグローバルリーダーシップを確立するための重要なステップです。

▶ 技術者の視点

中国勢の2026年という早期量産目標は、日本のバッテリー・EV業界にとって非常に大きな脅威です。
特に500Wh/kg級のエネルギー密度が実現すれば、航続距離や充電性能で先行する可能性が高まります
。ただし、これらの数値は企業発表であり、実際の量産品での安定性、サイクル寿命、そしてコスト競
争力がどこまで達成されるかは慎重に見極める必要があります。特に、高エネルギー密度と安全性・長
寿命の両立は依然として大きな課題です。 【機会】日本の材料メーカーは、中国市場への高性能材料供
給の機会を探るべきです。また、中国の技術動向を詳細に分析し、自社のR&D;戦略に活かすことが重要
です。 【脅威】日本のセルメーカーやOEMは、中国勢の早期市場投入とコスト優位性により、国際競争
力が低下するリスクがあります。経営企画部門は、中国の国家戦略と技術ロードマップを深く理解し、
対抗戦略を早急に策定する必要があります。
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深掘り ③ ― CATL硫化物SSB、液体電解質同等伝導度
#33 | 2026/06/27 | YouTube | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●○○○
日本関連度●●●●●

世界最大のバッテリーメーカーCATLが開発した硫化物全固体電池（アルギロダイト型Li₆PS₅Cl）が、室温で液体電解質
に匹敵する10-25 mS/cmのイオン伝導度を達成したと報じられました。さらに、-40℃から100℃という広範な温度範
囲で安定して動作し、6C急速充電もサポートします。

この技術は、硫化物固体電解質の高いイオン伝導度と、極端な温度下での安定性を両立させることで、EVの充電時間を
劇的に短縮し、ユーザーの利便性を飛躍的に向上させる可能性を秘めています。液体電解質に起因する発火リスクがな
いため、安全性も大幅に向上します。

▶ 技術者の視点

CATLの硫化物全固体電池が液体電解質同等のイオン伝導度を室温で達成したという報告は、学術的にも
産業的にも非常に大きなブレークスルーです。特に-40℃から100℃という広範な温度安定性と6C充電
対応は、EVの実用化における主要な課題を解決するものです。ただし、情報源がYouTubeであり、査読
付き論文や詳細な企業技術報告ではないため、データ信頼性には注意が必要です。具体的なサイクル寿
命やコスト、量産性に関する詳細が待たれます。 【機会】日本の材料メーカーは、CATLのサプライチ
ェーンに高性能硫化物固体電解質や関連材料を供給する機会を探るべきです。R&D;部門は、この技術の
メカニズムを深く分析し、自社の固体電解質開発に活かす必要があります。 【脅威】日本のバッテリー
メーカーは、CATLがこの技術を量産化した場合、性能面で大きく後れを取る可能性があります。EV設
計部門は、CATLのバッテリーが市場に投入された場合の車両設計への影響を評価し、対応策を検討すべ
きです。

その他の注目記事
トヨタ特許1000件超、サムスン2027年量産 (solidess.com)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

日韓の主要企業が全固体電池の量産化時期を具体的に示しており、日本のサプライチェーンへの影響は大きい。コスト
課題克服が鍵。

Factorial Energy、StellantisとSSB実車テスト (Tracxn)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●

既存のリチウムイオン電池製造インフラ活用で製造コスト80%削減目標は、全固体電池の普及を加速する重要な要素。
日本の製造業は注目すべき。

ホンダとQS、次世代SSB共同開発 (EEPower)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

日本企業ホンダがQuantumScapeと提携し、アノードフリーSSBの共同開発に乗り出した。日本の自動車メーカーの次
世代バッテリー戦略の一端を示す。

NioサプライヤーTIES、既存工場転用で液固態セル (ArenaEV)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●

中国のNioサプライヤーが既存工場を低コストで半固体電池生産に転用する技術を発表。中国のコスト競争力強化に直
結し、日本の製造業にとって脅威。

硫化物固体電解質に酸素導入で界面安定化 (EurekAlert!)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

硫化物系固体電解質の最大の課題である界面安定性を酸素導入で解決する基礎研究。日本の材料メーカーは、この新規
メカニズムを注視すべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【経営企画】中国勢の全固体電池早期量産（2026年目標）に関する緊急会議を招集し、自社のEV・バッテリー
戦略への影響を評価する。

• 【R&D;】CATLの硫化物全固体電池の最新技術（液体電解質同等伝導度、広範な温度安定性）に関する詳細情
報を収集し、技術的な実現可能性と自社技術との比較分析を開始する。

• 【調達】中国の半固体電池サプライヤー（TIES等）の動向を調査し、既存工場転用によるコスト優位性を評価
。将来的な調達戦略に与える影響を検討する。

▍短期（1ヶ月）
• 【EV設計】トヨタの全固体電池（航続1600km、充電5分）の目標性能を前提とした次世代EVコンセプト設計
の検討を開始する。

• 【材料メーカー】硫化物系固体電解質の界面安定化技術（酸素導入、弾性ポリマー等）に関する研究開発ロード
マップを見直し、競合優位性を確保する戦略を策定する。

• 【半導体PKG】QuantumScapeとホンダの提携、Samsung
SDIの量産目標を受け、全固体電池のパッケージング要件に関する情報収集と技術評価を開始する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】全固体電池の製造コスト削減技術（乾式電極、既存設備転用、圧力最適化）に関する共同研究パート
ナーを探索し、量産化に向けた技術開発を加速する。

• 【経営企画】全固体電池のグローバルサプライチェーンにおける日本の立ち位置を再評価し、戦略的投資や提携
の機会を特定する。

• 【電池材料】リチウム金属負極のデンドライト抑制技術（LiBF₄添加、MOF複合電解質）やシリコン負極の体積
歪み対策に関する基礎研究を強化し、次世代材料の基盤を構築する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-05
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収録記事一覧

#01 CATL会長、全固体電池の本格商用化は2030年以降と予測、開発成熟度「レベル4」に留まる

#02 中国企業が全固体電池で高エネルギー密度を追求：CATLは500Wh/kg、GACは500Wh/kgを目
標に2026年量産へ

#03 ホンダとQuantumScapeが次世代全固体リチウム金属電池「QSE-5」の共同研究開発契約を締
結、800Wh/L超、15分未満で急速充電

#04 トヨタが硫化物系全固体電池の特許1,000件以上保有、サムスンSDIはアノードレス構造で2027
年量産を目指す

#05 Dragonfly Energy、全固体電池用乾式電極製造に関する米国・日本・欧州での特許権取得を相次
いで発表

#06 Solidion Technology、SpaceX株式を戦略的財務資産として取得：全固体電池技術の宇宙用途へ
の適合性強調

#07 全固体電池の普及に不可欠な特性：高エネルギー密度、安全性、急速充電能力、長寿命

#08 半固体電池と全固体電池の8つの主要な違い：安全性、エネルギー密度、製造難易度、コスト、
充電性能を徹底比較

#09 全固体リチウム-硫黄電池がセルレベルで505Wh/kgを達成、清華大学の準固体電池は
604Wh/kgを記録し従来比2倍超の高エネルギー密度を実現

#10 硫化物系固体電解質に酸素を導入：界面安定化とリチウムイオン伝導維持で次世代バッテリー実
用化へ

#11 高イオン伝導度と機械的強度を両立：PIL/MOF複合固体電解質がLi金属電池の高性能化を達成

#12 分解可能で難燃性：微量添加剤で高安全性を実現したポリマー複合固体電解質がLi金属電池の環
境課題を解決

#13 MOF修飾固体電解質が界面イオン輸送経路を最適化：高温で3.04 × 10⁻⁴ S cm⁻¹のイオン伝導
度を達成

#14 UCLAが3Dプリンティングで従来比7倍のエネルギー密度を持つ亜鉛イオン電池を開発

#15 シリコンベース負極の体積歪み課題とカーボン・高ヤング率添加剤による改善戦略

#16 トヨタ、全固体電池でEV航続距離1600km・充電5分を達成、2027年以降量産へ

#17 Pulsedeonが約70万ユーロを調達、次世代全固体電池の製造技術を拡張しグローバル顧客へ供給
開始

#18 スイスBTRY、薄膜全固体電池の産業化へEICアクセラレーターから220万ユーロを獲得

#19 米Air Energy、2000Wh/kg超高エネルギー密度全固体リチウム空気電池のパイロット生産を推

進



#20 英国Ilika、全固体電池の商業化加速へ456万ポンドを調達し、医療・EV・防衛市場を強化

#21 LiNa Energy、再生可能エネルギー貯蔵とEV向け全固体ナトリウム電池開発で2920万ポンドを
調達

#22 SMM 2026年上半期レビュー: 中国の新国家標準が全固体電池の定義を統一、2027年に半固体電
池の量産・価格競争力達成を予測

#23 Electropages 2026年7月レビュー：SyensqoとAxensが硫化物固体電解質工業化へ、Ilikaが
10Ah全固体電池サンプル出荷

#24 Samsung SDIの全固体電池、グローバル顧客から安全・エネルギー密度で高評価、2027年後半

量産目標

#25 NioサプライヤーTIES、新「液固態セル」で中国新標準に対応、既存工場を10%未満で転用可能
と発表

#26 Donut Lab、400Wh/kg全固体電池でEVを5分充電、Verge Motorcyclesに2026年第1四半期搭
載へ

#27 Factorial Energy、Stellantisとの提携でEV向け全固体電池の実車テストを開始、製造コスト

80%削減目標

#28 Samsung李在鎔会長、蔚山に次世代全固体電池・BESS地域工場への投資を約束

#29 硫化物系固体電解質の負極適合性課題を解明、高エネルギー密度パウチセル401.1Wh/kgを達成

#30 LLZO固体電解質、Tiドーピングで密度とイオン伝導度を向上、立方晶安定化も確認

#31 ガーネット型LLZO、リチウム副格子の無秩序化で室温イオン伝導度10⁻³ S/cmを達成

#32 韓国研究チーム、硫化物全固体電池の寿命を3倍延長、弾性イオン導電性ポリマーで2500時間安
定動作を達成

#33 CATLの硫化物全固体電池、室温で液体電解質同等のイオン伝導度を達成、-40℃～100℃で安定
稼働

#34 英インペリアルカレッジと豪アデレード大学、界面触媒作用でLiイオン電池の6分85%高速充電

を達成

#35 LiBF₄添加で硫化ハライド電解質の界面を安定化、リチウム金属電池で800時間以上の安定動作を
実現

#36 硫化物系全固体電池、3段階圧力最適化プロトコルでイオン伝導度1.54 mS/cm、初期容量120
mAh/g、50サイクル97%維持を達成

#37 還元型酸化グラフェンでLATP複合固体電解質の表面安定性を強化、Li-LFPフルセルで125

mAh/gを達成

#38 カリフォルニア工科大学、コバルトフリーで機械的に堅牢なLFPベース3次元電極を開発、全固体
電池への応用も展望



#39 ナトリウムイオン電池向けラクトン系電解質、高電圧動作で利点もイオン伝導度とSEI安定性に
課題

#40 Ganfeng Lithium、Li金属ルートで400Wh/kg、1100サイクル達成、Siベースルートで320-

480Wh/kgを提供

#41 QuantumScapeのQSE-5全固体セル、301Wh/kg・844Wh/Lを達成し、ロボット用途の長時間
稼働と高速充電を目指す

#42 米エネルギー省、全固体電池製造技術開発に総額1600万ドルを支援、Solid Powerが参加

#43 LLZO固体電解質グリーンペレット製造における一軸プレスの重要性、高性能全固体電池の基礎

を築く



#01 CATL会長、全固体電池の本格商用化は2030年以降と
予測、開発成熟度「レベル4」に留まる

概要

世界最大級のバッテリーメーカーであるCATLのRobin Zeng会長は、同社の全固体電池
技術が9段階の成熟度スケールで「レベル4」に留まっており、本格的な商用化は2030

年以降になるとの見解を示しました。この発言は、全固体電池に対する市場の過度な

期待を冷ますものとして注目されています。中国の国家標準草案では、液体電解質含
有量が5%未満のバッテリーを真の全固体電池と定義しており、この基準を満たすには
さらなる技術革新が必要です。同社の首席科学者Wu Kai氏は、2027年までに「レベル

7〜8」を目標とし、パイロット検証を目指すとしています。

公開日 2026年06月25日  Electrek  アメリカ



詳細

主要成果

世界的なバッテリー大手であるCATLのRobin Zeng会長は、全固体電池技術の本格的な
商用化が2030年まで実現しないと予測し、現在の同社技術は9段階の成熟度スケールで
「レベル4」に位置すると明言しました。この発言は、市場が抱く全固体電池への過度
な期待に水を差す形となりました。現在の半固体電池は既に一部の電気自動車に搭載さ
れていますが、これは液体電解質を少量含む「ハイブリッド」または「準固体」と位置
づけられています。

技術・臨床詳細

Zeng会長は、全固体電池の量産化には、安全性、信頼性、耐久性といった複数の技術的
課題を完全に克服し、「レベル9」の成熟度に達する必要があると強調しました。特
に、固体電解質と電極界面の安定性確保、リチウムデンドライトの抑制、製造コストの
削減などが主要なハードルとして挙げられます。同社の首席科学者であるWu Kai氏は、
2027年までにレベル7〜8への到達を目指し、パイロット生産ラインでの検証を進める計
画を明らかにしました。中国の国家全固体電池標準草案では、真の全固体電池を液体電
解質含有量が5%未満のものと定義しており、5%〜20%のものはハイブリッドまたは半
固体と分類されるため、技術開発の厳密な基準が求められています。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）市場では、航続距離の延長、充電時間の短縮、そして安全性の向上が
喫緊の課題であり、全固体電池はこれらの課題を解決する「夢の電池」として大きな期
待を集めています。しかし、CATLのような業界リーダーが示す慎重な姿勢は、技術的な
ブレークスルーが依然として高いハードルであることを示唆しています。トヨタやサム
スンSDIといった他の主要企業も全固体電池の開発を進めていますが、製造コストや量
産技術の確立に苦戦しているのが現状です。市場では、全固体電池の商用化時期につい
て様々な予測が飛び交っており、CATLの発言は現実的なタイムラインを提示するもので
す。



今後の展望

CATLは、全固体電池の研究開発に引き続き多大なリソースを投入していますが、商業展
開の時期は技術的な成熟度と経済合理性のバランスにかかっています。2030年という予
測は、その間に現在のリチウムイオン電池技術のさらなる進化や、半固体電池の普及が
進む可能性を示唆しています。全固体電池の量産化が実現すれば、EVだけでなく、ドロ
ーン、ロボット、定置型蓄電池など、幅広い分野でエネルギー貯蔵のあり方を根本的に
変える可能性があります。今後の研究開発の進捗と、製造プロセスの革新が鍵となるで
しょう。

元記事: https://electrek.co/2026/06/25/catl-solid-state-battery-level-4-2030/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://electrek.co/2026/06/25/catl-solid-state-battery-level-4-2030/


#02 中国企業が全固体電池で高エネルギー密度を追求：
CATLは500Wh/kg、GACは500Wh/kgを目標に2026年量
産へ

概要

中国の主要バッテリーメーカーや自動車メーカーが全固体電池の開発・量産化を加速

しており、CATLは硫化物系で500Wh/kg、GACはEV向けに500Wh/kgを目指し2026年量
産を計画しています。Cheryは2026年3月に600Wh/kgのRhino Sバッテリーを発表、
SVOLTは2026年第4四半期にロボット用途向けに数千台の450Wh/kg超全固体電池を出

荷予定です。Gotion High-Techも400Wh/kg超のJinshi全固体電池を発表し、2GWhの生
産ラインを建設中であり、中国全体の国家プラットフォームも2030年までの商用化を
目標としています。

公開日 2026年07月02日  EnkiAI  中国



詳細

主要成果

中国の複数の大手企業が全固体電池の開発と量産化を急速に進めており、2026年には
GACグループがEV向けにエネルギー密度500 Wh/kgの全固体電池の量産を開始する計画
を公表しました。CATLは硫化物系全固体電池で500 Wh/kgを達成し、15分で80%充電可
能と報告されており、中国のEV市場における競争優位性を高めることが期待されます。

技術・臨床詳細

GACは「Hyper」ブランドの車両に400Wh/kgを目標とする全固体電池を搭載する計画を
進めています。Cheryは2026年3月にはエネルギー密度600 Wh/kgを誇るRhino Sバッテ
リーを発表し、その技術力の高さを示しました。SVOLTは既に450 Wh/kgを超える全固
体電池を達成しており、2026年第4四半期にはロボット用途向けに数千台の出荷を見込
んでいます。Gotion High-Techも2026年5月にJinshi全固体電池が400 Wh/kgを超え、年
間2GWhの生産ライン建設が進展中であることを発表しました。これらの技術は、従来
の液体電解質リチウムイオン電池と比較して、大幅なエネルギー密度向上、急速充電能
力、そして安全性の改善を実現すると期待されています。

背景・業界文脈

中国政府は、全固体電池技術を国家戦略の柱と位置付けており、2026年1月にはChina

All-Solid-State Battery Collaborative Innovation Platform (CASIP) が設立されました。
CATLやBYDといった主要企業がこの国家チームに結集し、2030年までの商業化を目標に
共同研究開発を推進しています。Dongfeng Motorは2026年に620マイル（約1,000km）
以上の航続距離を持つ全固体EVの発売を目指すなど、自動車メーカーも積極的な動きを
見せています。このような官民一体となった取り組みは、中国が次世代バッテリー技術
のグローバルリーダーシップを確立するための重要なステップとなっています。



今後の展望

中国各社の発表は、全固体電池の量産化が間近に迫っていることを示唆していますが、
技術的な安定性、コスト削減、そして大規模な生産体制の確立が今後の主要な課題とな
ります。特に、高エネルギー密度化と同時に、長期信頼性、安全性、急速充電サイクル
寿命を両立させることが求められます。中国市場の規模と政府の強力な支援は、これら
の課題解決を加速させる可能性があります。全固体電池の商用化は、EVの普及をさらに
推進し、エネルギー貯蔵分野に革命をもたらす潜在力を秘めており、世界的なバッテリ
ー競争の行方を左右する重要な動向と言えるでしょう。

元記事: https://enkiai.com/data-center/catl-nio-solid-state-storage/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://enkiai.com/data-center/catl-nio-solid-state-storage/



